
株式会社コメ兵ホールディングス、代表取締役社長の石原
でございます。

それではこれより、2026年3月期 第2四半期決算につい
て、説明します。



まず、今回の決算説明の概要について、お話しします。

１つめ、2026年3月期第2四半期の実績は、前年同期比で
増収減益でした。
売上高は好調な買取を背景に、計画以上に推移する一方で、
収益性の改善に課題が残りました。
詳細は後ほどご説明します。

2つめ、国内外の出店は順調に進捗しております。

3つめ、販売店と買取専門店への投資により利益確保に努
め、持続的な成長につながる土台固めを行っております。

今期は、外部環境に対応しながら、積極的に国内外での出
店を継続し、利益体質の改善を最優先課題として取り組み、
増収増益を目指してまいります。



こちらが本日お話する予定の主な内容です。

本日は、１～４までをご説明します。



まずはじめに「当社のビジネスモデルと中期経営計画」です。



当社グループは、つくる人に敬意をもち、つなぐ人に感謝し、
手にする人に感動を提供することで、循環型社会の共感を
創っていきます。を「Mission」とし、リレーユースを「思想」
から「文化」にする。をわれわれが目指す「Vision」として掲
げております。



こちらのページでは、当社グループのイメージをつかんでい
ただけるよう、前期末時点での指標を並べております。



2025年5月14日に発表した中期経営計画はご覧のとお
りです。

中期経営計画の最終年度は、創業80周年にあたる2028
年3月期に定め、売上高2600億円、海外売上高比率15%、
グループ店舗数420店舗を目指してまいります。



中期経営計画の基本方針は
・事業成長の実現
・サステナビリティ経営の深化
・資本コストを意識した経営の推進 の３つです。



重要投資項目、支える経営基盤、戦術オプションを設定し、

主力のブランド・ファッション事業について

①売買、

②流通関与、

③市場成長関与

の３つのビジネスにより、グローバルで売上高やGMV拡大、

企業価値の向上を目指します。



そして、当社グループの競争優位性は、人材、商品の年間流
通量、ブランドリユース市場でのシェア と考えております。

中期経営計画は、事業環境とこれらの競争優位性を踏まえ、
事業成長と企業価値の向上を追求しています。



2028年3月期までの数値目標はご覧のとおりです。

今期の通期計画を11月上旬に修正しました。
詳細は後ほどご説明します。



配当予想についてです。

今回の業績予想の修正に伴う配当予想の修正はございま
せん。
2026年3月期は、中間配当金53円、期末配当金53円、2
円増配の年間配当金106円を予定しております。
配当性向20％を目安に、「安定配当」と「増収増益に基づく
増配」が継続できるよう注力してまいります。



次に、「業績修正と下期見通し」につきまして、ご説明します。



先日、2026年3月期 通期業績の目標を修正しました。

2026年3月期中間期は、小売比率が低下したこと、売上
総利益率の低い商材・商品の販売構成比が高まったことな
どから、各段階利益が当初計画を達成することができませ
んでした。

今回の通期予想は、中間期の実績のみを反映し、下期予想
は据え置いております。
2026年3月期 通期は、
売上高 2016億円、
営業利益 74億7千万円、
経常利益 67億3千万円、
親会社株主に帰属する当期純利益は39億8千万円 を目
指します。



ブランド・ファッション事業の下期の想定は、ご覧のとおり
です。

主力商材の相場動向予測を踏まえ、・売上高は、潤沢な在庫
と堅調な仕入れにより、順調に推移する想定です。
売上総利益率は、利益率の高い個人買取と小売りを強化す
ることで改善させていきます。
足元では、在庫の入れ替えが進み、在庫期間が短縮し、値入
率は改善傾向にあります。
販管費は、成長に向けた投資は継続しつつ、抑制可能な経
費は抑えていく方針です。

以上より、営業利益も含め、前年同期実績を上回わる結果
を目指してまいります。



それでは、2026年3月期 第2四半期累計の連結業績につ
いてお話しします。



当第2四半期累計 決算ハイライトはご覧のとおりです。

連結で個人買取額と売上高は、過去最高でした。
順に詳細をご説明します。



当第2四半期3か月の評価と実績です。

第2四半期は、前期に行った4社のグループ会社化のほか、
金地金等の個人買取や法人販売が大幅に伸長しました。
免税売上高は、第1四半期に比べて持ち直したものの、前年
同期比では小売比率が低下し、売上総利益率、営業利益率
ともに低下しました。



連結損益計算書の状況です。

当第2四半期累計では、売上高は過去最高でしたが、売上
総利益率の低下と販管費の大幅な増加により、営業利益以
下の段階利益は減益となりました。



連結売上高と売上総利益率の推移です。

当第2四半期は、金小売価格の上昇により、金地金の個人
買取も好調に推移しました。
金地金は素材として法人販売に向けることが多いため、利
益率の低い商品です。
そのため、増収には寄与たものの、売上総利益率は前年同
期比で1.7ポイント低下しました。



連結営業利益の分析です。

小売と法人販売が好調だったため、売上高は大幅に増加し
ました。
一方、売上総利益率が低位になったこと、成長投資による
販管費が増加したことにより、営業利益は減益となりまし
た。



販売費及び一般管理費の推移です。

前期に行った4社のグループ会社化や新規出店とそれに伴
う人材の採用・育成を強化したことで、販売費及び一般管
理費は大幅に増加しました。



営業外損益、特別損益です。

支払利息及び為替差損等の営業外費用の増加により、経常
利益以下の利益は低下しました。
そのうち、為替差損の増加については、資金管理上の一時
的な評価差額が主な要因です。



貸借対照表の概況です。

当中間期も売上高拡大の原資となり、成長に直結する棚卸
資産が順調に増加しております。
当社グループの棚卸資産は流動性が高く、先行投資した鮮
度の高い潤沢な在庫は競争優位性になります。



ブランド・ファッション事業の在庫回転です。

前期のグループ会社化等により、棚卸資産が大きく増加し
ましたが、棚卸評価損は低位で推移しております。
これまでご説明した理由で、売上総利益率が低下した上、小
売に向く商品を店頭在庫として積み増したため、在庫回転
率が低下し、その結果交叉比率も低下しました。
なお、利益率の低い在庫は計画通りに処分できているため、
第3四半期以降の売上総利益率と在庫回転率は改善する見
込みです。



キャッシュ・フローの状況です。

新規出店等に備えた棚卸資産の増加、法人税の支払額の増
加により、営業活動CFは資金支出となりました。
一番の繁忙期である年末・年始商戦に向けて、潤沢に在庫
を確保することができております。
また、個人買取が好調に推移し、借入金が増加したことによ
り、財務活動CFは資金収入となりました。



連結総流通量の推移はご覧のとおりです。

上期は前年同期比146.9％と大幅に増加し、過去最高とな
りました。
前期に、法人オークションを主催する2つの会社をグループ
化したことも要因の一つです。
GMVの成長は、事業の成長と中長期の収益性向上につな
がります。



個人買取額の推移です。

金小売価格の高騰により、金地金の買い取りが好調でした。
また、商品相場に連動したメリハリをつけた買取を継続しな
がら、買取専門店の新規出店やプロモーション強化、キャン
ペーンによる既存店の強化を図りました。
その結果、前年同期比125.9％で過去最高の個人買取額
となりました。



連結売上高の内訳です。

小売比率は、金地金や時計・バッグで利益率の低い在庫を
法人販売に向けたことにより、前年同期比6.7pt低下しま
した。
一方で、積極的に小売強化に取り組んだことで、第2四半期
の小売比率は第1四半期対比で0.6pt上昇しました。

海外比率は、香港を中心に順調に拡大し、例年並みで推移
しました。

国内免税比率は、円高進行や中国経済の影響により、訪日
観光客の客数・客単価ともに低下したため、前年同期比で
4pt低下しました。



国内免税(連結)の内訳はご覧のとおりです。

外部環境の変化やKOMEHYO SHIBUYA、KOMEHYO
OSAKA SHINSAIBASHIの出店効果により、アメリカか
らのお客さまは前年同期比で5.1pt上昇しています。
また、第1四半期で大きく減少していた中国のお客さま構
成比は、第1四半期より5.3pt上昇しました。

なお、日本国内のお客さま層より若く、30代～40代がボ
リュームゾーンになっております。



続いて、セグメント概況です。



セグメント別の決算サマリーはご覧のとおりです。

ブランド・ファッション事業は増収減益、タイヤホイール事業
は増収増益となりました。



セグメント別の決算概況です。

ブランド・ファッション事業の売上高は930億100万円、営
業利益は15億1,500万円、
タイヤ・ホイール事業の売上高は26億2,500万円、営業利
益は6,100万円、
不動産賃貸事業の売上高は1億8,200万円、営業利益は
6,100万円 となりました。

ブランド・ファッション事業は、個人買取好調を背景に売上
高は伸長しましたが、小売比率低下による売上総利益と販
管費増加により、増収減益となりました。

タイヤ・ホイール事業は、利益率の高い夏タイヤの販売が好
調に推移し、増収増益となりました。



グループの店舗数は、318店舗となりました。

第2四半期3か月では、9月にオープンした旗艦店の
KOMEHYO YOKOHAMAをはじめ、国内外に8店舗を
出店しました。



ブランド・ファッション事業の中核事業である、コメ兵の経
路別仕入・販売の状況です。

・個人買取比率・商材別構成比については、既存店の成長や
買取専門店の積極的な出店、国内の金小売価格の高騰を背
景に、個人買取額は過去最高の水準となりました。
一方で、事業規模の拡大や小売強化を目的とした法人仕入
も継続したため、前年同期比で5ポイント低下しました。
なお、個人買取の商材別構成比は、利益率の低位な時計と
金地金が伸長しています。

・小売比率は、前年同期比で7ポイント低下しました。
旗艦店の出店等により、小売は回復が見られたものの、在
庫流動化を目的とした法人販売が大幅に増加しました。



個人買取及び小売強化の状況です。

シェア拡大及び利益確保に向けて個人買取及び小売強化し、
国内外で積極的に出店しています。
9月12日には、KOMEHYOの旗艦店を横浜駅西口にオー
プンしました。
初年度の年間売上目標25億円に対して、販売は、概ね計画
通りに進捗しています。

また、第3四半期以降も10月からアメリカで個人買取を開
始したり、香港、マレーシア、中国、台湾で買取販売併設店を
オープンするなど、海外の出店、拠点拡大も継続してまいり
ます。



オークションの出来高の推移はご覧のとおりです。

前期グループ会社化した２つのオークション運営会社を合
わせて、現在４つの法人オークションを運営しております。
相場変動に伴う法人間での売却ニーズが高まり、出来高は
四半期で過去最高を記録しました。
この勢いを維持し、オークション市場でのリーダーシップを
強化してまいります。



タイヤ・ホイール事業の概況です。

戦略的に在庫確保や販売強化を徹底し、売上高・利益を大
きく伸長させました。
特に、夏タイヤの販売と自社企画ホイールの海外販売が大
きく貢献しています。



私からのご説明は以上です。

ご清聴いただき、誠にありがとうございました。
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